
令和４年度 公共事業再評価

交通基盤部 道路局 道路整備課

道路事業：６事業

番号 事業名 箇所名
代表
事業

４ 道路改良事業 一般国道362号 本川根～静岡バイパス ○

５ 道路改良事業 一般国道135号 吉田～川奈拡幅

６ 道路改良事業 一般国道150号 磐南Ⅱバイパス

７ 道路改良事業 一般国道150号 御前崎拡幅

８ 道路改良事業 一般国道473号 金谷相良道路Ⅱ

９ 道路改良事業 一般県道高洲和田線

いっぱんこくどう かなや さがら どうろ

ほんかわね しずおかいっぱんこくどう

いっぱんこくどう

いっぱんこくどう

いっぱんこくどう

よしだ かわな

ばんなん

おまえざき

たかす わだいっぱんけんどう

（国）362号 本川根静岡バイパス

令和４年度 公共事業再評価

交通基盤部 道路局 道路整備課

（国）135号 吉⽥川奈拡幅

（国）473号 ⾦⾕相良道路Ⅱ

（国）150号 磐南Ⅱバイパス

（国）150号 御前崎拡幅

（一）高洲和⽥線 中新⽥
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１．事業箇所位置図（詳細）
Ｎ

一般国道362号
本川根～静岡バイパス

事業延長 約10km

至 浜松市

静岡市葵区

川根本町

島田市

藤枝市
至 島田市

川
根
本
町
小
長
井

川
根
本
町
富
士
城

川根本町役場

事業中

供用済

国 道

■国道362号の県内区間は、すべて

第２次緊急輸送路に指定

至 静岡市街

Ｎ

【第Ⅰ期工区】
延長 3.2㎞

【第Ⅱ期工区】
延長6.8㎞

川根本町

事業延長 約10ｋｍ川
根
本
町
小
長
井

川
根
本
町
富
士
城

①

②

２．事業概要

H5 供用済

Ⅱ-4工区
延長1.8km

Ⅱ-3工区
延長2.3km

Ⅱ-2工区
延長1.1km
H14 供用済

H13 供用済 H13 0.2km供用
H20 0.1km供用

Ⅱ-1工区
延長1.6㎞

 8.0 

1.0 1.0 3.0 3.0 

標準横断面図

【計画内容】

・事業期間：昭和56年度～令和８年度（４年延伸）

・事業延長：9,966ｍ

・道路幅員：車道６．０ｍ(全幅８．０ｍ)

・車線数：２車線（現道拡幅+バイパス整備）

・現況交通量：５９３台/日（H27 センサス）

・計画交通量：１，７００台/日

・全体事業費：25,500百万円（1,500百万円増額）

至 静岡市

＜未整備区間＞ ＜整備済（供用済）区間＞

↓

至静岡市

↓

至浜松市

至 静岡市

① ②

事業中

供用済

国 道
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２．事業概要

① ②

至 静岡市

現道
Ⅱ-1工区

整備済 0.2km

至 浜松市

③

③

事業中 1.5km

市

凡例

現道
整備途中
事業中

整備済 0.1km

工区延長 1.8km

Ⅱ-４工区 平面図Ⅱ-1工区 平面図

11号橋
L=0.22km

現道

②

前回からの変更点・理由

前回（H30） 今回（R4） 主な変更理由

①計画期間 S56～R4
S56～R8
（＋４年）

・借地交渉の難航
・道路橋示方書の改訂に伴う再検討

②全体事業費 24,000百万円
25,500百万円

（＋1,500百万円）

・材料費等の上昇
・道路橋示方書の改訂に伴う構造変更

３．事業を巡る社会情勢等の変化

＜当初＞ ＜変更＞

杭基礎 N=２本 杭基礎 N=４本
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４．事業の投資効果（費⽤便益⽐）

総 便 益 (Ｂ) 450.20億円

走行時間短縮便益 429.77億円

走行経費減少便益 19.91億円

交通事故減少便益 0.52億円

総 費 用 (Ｃ) 526.84億円

改 築 費 522.86億円

維持管理費 4.58億円

用地残存価値 0.60億円

今回評価（R4）

費用便益比 (Ｂ/Ｃ) 0.85

経済的内部収益率（EIRR） 3.7％

費用便益比＝
総便益（走行時間短縮便益＋走行経費減少便益＋交通事故減少便益）

総費用（事業費＋維持管理費－用地残存価値）

（ 0.86 ）

（前回評価時）

（ 499.78億円 ）

（ 434.4億円 ）

【参考】事業の投資効果（費⽤便益⽐）

総 便 益 (Ｂ) 96.00億円

走行時間短縮便益 92.86億円

走行経費減少便益 3.14億円

交通事故減少便益 0.00億円

総 費 用 (Ｃ) 28.25億円

改 築 費 26.90億円

維持管理費 1.35億円

用地残存価値 0.00億円

今回評価（R4）

費用便益比 (Ｂ/Ｃ) 3.39

経済的内部収益率（EIRR） 14.4％

費用便益比＝
残事業の便益 （継続した場合の便益-中止した場合の便益）
残事業の費用 （継続した場合の費用-中止した場合の費用）

残事業に対する費用対効果
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① 安全で円滑な交通の確保

5 ．事業の投資効果（定性的な効果）

- 災害に強い道路ネットワーク

- 観光産業の支援

③ 観光活性化への寄与

② 救急医療への寄与

- 高度医療機関へのアクセス向上

富士城地区

洗沢地区

幡住地区

小猿郷地区

5 ．事業の投資効果（定性的な効果）
① 安全で円滑な交通の確保（災害に強い道路ネットワーク）

世帯数 人口

洗沢地区

富士城地区

幡住地区

小猿郷地区

4地区合計

8世帯

4地区合計

14人

・事業区間は、狭隘かつすれ違い困難な箇所や防災上の要対策箇所が多数存在する。
・事業区間の整備により、狭隘かつすれ違い困難な箇所や要対策箇所が解消され、安全で円滑な交通
が確保される。また、事前通行規制区間の緩和等にも期待される。

Ｎ

■防災総点検における要対策箇所図 事前通行規制区間 延長15.3km、うち事業内延長8.5km
(川根本町富士城～静岡市葵区久能尾)

連続降雨120mm 通行止め

防災上の要対策箇所（未改良）

狭隘区間（未改良）

未対策箇所 ・・・ ８箇所

対策済箇所 ・・・ ９箇所

☆ 集落 ・・・ ４箇所

事業延長 約10km
☆

☆

☆
☆

Ⅱ-1工区

Ⅱ-4工区
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① 安全で円滑な交通の確保

5 ．事業の投資効果（定性的な効果）

- 災害に強い道路ネットワーク

- 観光産業の支援

③ 観光活性化への寄与

② 救急医療への寄与

- 高度医療機関へのアクセス向上

一般国道 362号
本川根～静岡ＢＰ

川根本町

藤枝市

Ｎ

大井川沿いルート

搬送時間 = 70分

国道362号ルート
搬送時間 = 66分（整備前）

↓
53分（整備後）

5 ．事業の投資効果（定性的な効果）
② 救急医療への寄与（高度医療機関へのアクセス向上）

・川根本町周辺から第２次、第３次救急医療機関への救急搬送は、搬送時間は長くなるが、カーブ等
が少ない「大井川沿いルート」での搬送割合が高い。

・事業区間の整備により、連続するカーブ等の線形不良が解消され、搬送時間の短い「国道362号
ルート」での搬送増加が見込まれる。

■救急医療施設への搬送ルート

令和元年～３年度

件数 割合

大井川沿いルート 821 85.4%

国道362号ルート 8 0.8%

ヘリ搬送 22 2.3%

不搬送 110 11.4%

計 961 100.0%

■救急出動件数＜参考＞

藤枝市立総合病院(3次)

市立島田市民病院(2次)

静岡厚生病院(2次)

静岡市立静岡病院(2次)

静岡県立総合病院(3次)

静岡市葵区

島田市

事業中

国 道
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① 安全で円滑な交通の確保

5 ．事業の投資効果（定性的な効果）

- 災害に強い道路ネットワーク

- 観光産業の支援

③ 観光活性化への寄与

② 救急医療への寄与

- 高度医療機関へのアクセス向上

5 ．事業の投資効果（定性的な効果）

静岡市葵区

川根本町

島田市

藤枝市

Ｎ

一般国道 362号
本川根～静岡BP

大井川鉄道千頭駅
国道362号ルート

L=約31ｋｍ

＜新東名高速道路＞
島田金谷ＩＣ

＜新東名高速道路＞
静岡SAスマートＩＣ

③ 観光活性化への寄与（観光産業への寄与）

・事業区間周辺には、川根本町の主要な観光資源が多数存在
・事業区間の整備により、東京方面からのアクセス性が向上し、観光産業の活性化に寄与

■寸又峡温泉

■大井川鉄道千頭駅

1.0

0.87 0.89 0.92

1.05
1.10 1.11

0.93

0.61

0.40

0.60

0.80

1.00

1.20

1.40

H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2

観
光
客
数
の
伸
び
率

■夢のつり橋

コロナ過

年度

■川根本町の観光客数伸び率
地域活性化に期待

出典：令和２年度 静岡県観光交流の動向

新東名+大井川沿いルート
L=約65ｋｍ

事業中

国 道
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7 ．今後の事業の進捗の⾒込み
・ 施工中のバイパス区間の残る１橋について、令和３年度より下部工（橋台１基、

橋脚３基）に着手している。地元の期待も大きく、順調に進捗していることから

令和8年度の供用が見込まれる。

8 ．新たなコスト縮減・代替案⽴案等の可能性

6 ．事業の進捗状況
・ 【事業費】 ： 89％（令和４年度末見込み）

・ 【事業量】 ： 69％（令和４年度末見込み）

・ 【用地取得】 ： 100％（令和３年度末時点）

・ 擁壁構造の見直しを図ることで、コスト縮減に努めていく。

・ 建設発生土について、近隣の工事箇所と調整を図り、運搬・処分費や購入費等

の低減を図っていく。

事業を継続し、早期完成を図る。

本事業は、

・ 狭隘かつすれ違い困難な箇所や要対策箇所の解消により、安全
で円滑な交通が確保されることに加え、高度医療機関へのアク
セス性が向上することで、救急搬送への寄与も期待される。

・ 観光施設へのアクセス性が向上し、観光活性化に寄与する。

・ 費用便益比（B/C）は、1.0を下回るが、EIRR（経済的内部収益率）
は3.7％であることに加え、残事業費に対する費用便益比（B/C）
も3.39と1.0を大きく上回る。

以上から、事業効果が大きい。

9 ．対応方針（案）

（再）－20


